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258　X線映画法お よび ビデオX 線透視法に よる嚥下検査の 被曝線量
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【目 的】嚥下 検査法 の 中で ，定性的
・定量的な方法 と して X 線を利用 し た検査 は 信頼性 が 高い 反面，被曝 の 問題 や 装 置 の 運用 に

お け る 関 係上，わが国 で は まだ 多 くの 施設 で 行わ れ て い る と は い えない ．本大学の 嚥 下 検査 は，DSA 装置 （SHIMADZU ：

DIGITEX 　2400）を用 い た X 線映画法 で 行 っ て お り，こ の 撮影法 に よ る 被曝線量 を測定 した．また，
一

般的な ビデ オX 線透視法

（パ ル ス 透 視法，単 純 透視 法）に つ い て も 同様 に 測 定し た，加えて，両撮影法 を行 っ た 時 の 術者の 線量 も測定 した．

【方法】撮影条件 の 決 定 は ，X 線映画法 を実施 した 嚥 下機能 に 障害を持 つ 10名の 患者 を参考 に した．そ の 平均的 な1検査 あた り

の 撮影 は
， 側面撮影 7 回，正 面撮影2 回 で あ っ た．1回 あ た りの 撮 影条 件 は ，X 線映画法 で は側面撮影 ：80kV ．50mA ，1．6ms，

13s，正面撮影 ：90kV，100mA ，1．6ms ，10s ，パ ル ス 透視法で は 側 面 撮影 ：Auto （57kV ），20mA ，5、Oms ，13s，正面撮影 ：

Auto （68kV），20mA ，5．Oms，10s，単純透視法で は側面 撮影 ：Auto（62kV），15mA ，13s，正面撮影 ；Auto （6gkV ），2．7mA ，

10sで あ っ た，　X 線管
一

被写体問距離 ：120cm ，被写体
一
検出器間距離 ：20cm ，フ ィ ル ム ス ピー

ド ：30 フ レ
ー

ム ！s，照射野 ：

側面 12cm （縦）xlOcm （横 ），正面 14cm （縦）xgcm （横〉で行っ た．こ の 条件 で フ ァ ン トム 内 （Alderson ：Ran −110型）に校正 した

TLD 素子 （Kas 巳i　optonix ，LTD ．：MSO −S ）を挿 入 し，レ ン トゲ ン
ー

ラ ド変換係数0．B7を 乗 じ，吸収線量を算出 した．術者 に つ

い て は．電離箱線量 計 （Capintec ：model 　192）に て 空 中線 量 を測定し，鉛 エ プ ロ ン を着用 した 時 も想定して 測定した，

【結果】1検査あた りの 線量 はTableの よ うにX 線映画法 〉 パ ル ス 透視法 〉単純透視法の 順 に なり，線量比 は 6 ：L5 ：1 とな っ た．

【考察】単純透視法 はX 線映画法 と比 較 して ，  倍少ない 線量 で 撮影 で き る が，パ ル ス 透視法，単純透視法は モ ニ タ の 画面 を

ビ デ オ に撮影す る の で 画質面で 劣 っ て い る 欠 点 が あ る．今 回 の 結果 よ り，1検査あ た りに 対する 正面の 撮影時 間は 側面 撮影 よ

り短 い が ，耳下 腺部以外 は 正面撮影か ら の 被曝が 非常 に大 きい こ と がわ か る．X線映画法の 場合 1 検査 で 最大線 量 を示 し た耳

下 腺，顎下 腺 部で 約 11mGy ，舌下腺．甲状腺部 で5 〜6tnGy ，水晶体 で 0，5mGy で あ っ た．頭部単純撮影 で は 1枚 あた りの 入

射線量 が 約 2 〜5mGy で あ り，こ の 撮影 の 数枚分の 値 に 相 当す る が L検査あた りで 考 え る と特 に多い 線量 とは い えない ．

　実際 の 検査 中，患 者が 体位 を変 えた り， 嚥 下 を行 う過程で 頭部 を動かす こ と もあ る．その た め．照射野 の大 きさ，位置 に つ

い て は
， 各 々 の 患者 に よ り多少変化する の は

， 避け られ な い 問 題 で あ り，個 々 の 患者 に つ い て の 被曝線量 の 測定 は，現実的に

は 難 しい ．嚥下検査の 被曝線 量 の 測定は
，

フ ァ ン トム や 照射野等の 問題 点 もあ るが ，今 回の 測定値 は参考値と して 意義があ る

もの と考えられ る．嚥下検査 の 対象となる患者は嚥 下 機能 に 問題があ る が，特 に誤嚥する患者は 何 らか の 工 夫 を しな け れ ば，

生死 の 問題 に まで 至 る こ とが あ る，そ の た め，嚥下 検査は通常 の
一

般撮影 と比較して も，検査 の 重要性 は高 い と判断で きる．

　術者 に つ い て も患者 の 場合 と 同様 で ，被曝線量 は X 線映画法 〉単純透視法 に なり，線量 比 は6 ：1で あ っ た．50cm の 距離で

照 射 野 内 線量 の 1／300程度 の 線量 で あ り，O．25．　mmPb の 鉛 エ プロ ン を使用す る と その 線量 の VIO〜V20 に なる．鉛 エ プロ ン 等 を

着用 し，直接 照 射 野 内に 入 ら ない 限 り術者 の 線量 は非常に低い とい える．

Tabl巳　 X 線映画法，パ ル ス 透視法，単純透視法に お ける嚥下検査の 被曝線量
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